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2016 年 5 月 18 日 水曜日　プレス空知

2016 年 5 月 28 日 土曜日　プレス空知

2016 年 5 月 19 日 木曜日　北海道新聞
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ママチャリレース

還暦野球

道の駅 de チャレンジ

日となり、チャレンジデーへの理解は定着しているものと考えま

す。

　多くの町内会や事業所から取り組みに協力していただき、そこ

に集うことで、会話や笑いが生まれ、交流が深まったと思います。主　　催	

深川市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　山下貴史）

深川市教育委員会　生涯学習スポーツ課　文化・スポーツ係

〒 074-8650	 北海道深川市二条 17番 17号

	 深川市役所内

TEL：0164-26-2343　FAX：0164-22-8212

結　　果	

人　　　口：21,882 人	
北海道深川市	 ●

参 加 者 数：12,369 人	
VS

参　加　率：56.5％	
神奈川県開成町	 ○

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①チャリンコ族の熱い夜！！！スーパーママチャリレース（深川市陸
上競技場）880人
•	 400mの陸上競技場を25周（10,000m）をママチャリで
激走するチーム対抗戦

②道の駅 de チャレンジ 2016（道の駅ライスランドふかがわ）

294人

③まだまだこれから・・・輝け！還暦野球（深川市民球場）110人

④めざせ全日本玉入れタイムトライアル（深川市総合体育館）67人

⑤ Theストレッチ（深川市内）60人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／スポー

ツ少年団／事業所・企業／商工会・青年会議所／自治会・町内会

メディア	

北空知新聞／北海道新聞

広報・周知	

　昨年より報告方法の選択肢を増やす目的で設置した参加報告

ボックスを、今年も商店街振興組合やコンビニエンスストア全店

の協力をいただき設置箇所の増設をしたり、市独自でポスターの

作成、本番まで2 週間をきった段階からはウェブサイトをほぼ毎

日更新するなど広報活動をしてきました。

製 作 物	

チラシ18,620 枚／ポスター320 枚／大型横断幕1枚／のぼり

60 本／ Tシャツ70 枚／ポケットティッシュ6,000 個／ SSF 提

供ポスター余白貼付用チラシ200 枚／タオル250 枚

実施効果	

　今年で10 回目の挑戦となりましたチャレンジデーは、目標の

参加率 60％には届かず、また、4 年連続の勝利とはなりませんで

したが、7年連続の金メダル獲得は大きな収穫であります。

　運動やスポーツの大切さを認識し、市民こぞって体を動かす一

深
ふか

川
がわ

市
し 北海道

10回目
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2016 年 5 月 27 日 金曜日　北海道新聞

2016 年 5 月 25 日 水曜日　北空知新聞
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カントリーラインダンス

市民ウォーキング

ちびっこ縄跳び大会

担当者から	

　当日は、雨天だったこともあり屋外施設利用が思ったよりも伸

びず残念でした。また、この時期は、様々な業務と重なるため、

広報（周知など）活動がなかなかできなくて大変でしたが、対戦

相手として、いろいろな市町村の方と交流できるのが楽しみです。

主　　催	

富良野市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　野嶋重克）

特定非営利活動法人ふらの体育協会

〒 076-0038	 北海道富良野市桂木町 5-10

TEL：0167-23-9666　FAX：0167-23-9667

結　　果	

人　　　口：22,945 人	
北海道富良野市	 ○

参 加 者 数：10,192 人	
VS

参　加　率：44.4％	
秋田県にかほ市	 ●

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①NOカー通勤デー（個人ウォーキング含む）（市内各自）2,949人
・徒歩・自転車により通勤・通学し、エコ活動＋スポーツ活動と
してチャレンジデーに参加してもらいます。

②体験プログラム（スポーツセンターでの活動に参加）（スポーツ

センター）146人

③ふらのちびっこ縄跳び大会（各保育所・幼稚園）108人

④ポスチュアウォーキング（スポーツセンター）17人

⑤みんなでウォーキング in ふらの（市内 2ヵ所）25人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／観光担当部署／総務担当部署／スポーツ推進委

員協議会／体育協会／スポーツ少年団／スポーツ施設利用団体

メディア	

北海道新聞／ラジオふらの／市広報誌

広報・周知	

　FMラジオは、市内事業所や観光スポット等でも放送されてい

るので、市民のみではなく観光客に対する参加の呼びかけにもな

りました。

製 作 物	

チラシ7,500 枚／ポスター200 枚／大型横断幕1枚／のぼり

64 本／ Tシャツ40 枚／ STAFF ポロシャツ10 枚／屋外用大型

看板）1枚

実施効果	

　6回目ということで年々、市民の認知度は向上していると考え

ます。またチャレンジデーをきっかけに (体験プログラムなどに

参加して）継続して運動をするようになった方もたくさんおり、ス

ポーツ・運動活動や健康づくりのきっかけになっていると思いま

す。

富
ふ

良
ら

野
の

市
し 北海道

6回目
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2016 年 5 月　広報ふらの 5 月号

2016 年 5 月 21 日 土曜日　北海道新聞



60
レポート
60

レポート

自然を探索しながら神居山登山

楽しく体力づくり！ふまねっと・ガンバルーン体験会

30 本／ Tシャツ60 枚／ポケットティッシュ7,000 個

実施効果	

•	 実行委員会には、体育団体のみならず、自治会連合会、社会福

祉協議会が加わり、相互の交流ができました。

	 また、各自治会や福祉団体では、高齢者向けの教室など、独自

の事業を開催していただき、多くの町民が気軽に運動に取り組

むきっかけづくりができました。

•	 体育館などのスポーツ施設を無料開放し、普段は利用していな

い住民に施設の良さをPRできました。

•	 買い物ウォーキングを実施して、主婦層を中心とした住民に「運

動習慣」を意識してもらえることができました。

担当者から	

　今年で 6 年目の取り組みで、体育団体や自治会、福祉団体など

実行委員や各種団体など多くの町民の方々にご協力いただきなが

ら無事に開催する事が出来ました。当日は降雨にみまわれ、参加

者が伸び悩み、参加率は昨年より8.9 ポイント下回る58.2％と

残念な結果となりましたが、チャレンジデーは住民の運動習慣化

へのきっかけづくりのみならず、自治会内の交流により独居老人

の安否確認にも活用されるなど、住民自治の意識向上や活性化

等、様々な効果を期待しています。

主　　催	

本別町チャレンジデー実行委員会	（名誉実行委員長　髙橋正夫）

本別町教育委員会　社会教育課

〒 089-3334	 北海道中川郡本別町北 2丁目 4-2

	 本別町体育館

TEL：0156-22-2331　FAX：0156-22-3239

結　　果	

人　　　口：7,542 人	
北海道本別町	 ●

参 加 者 数：4,391 人	
VS

参　加　率：58.2％	
長野県喬木村	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①おはようラジオ体操（本別町体育館）78人

②今年もやるぞ !! ディスコン大会（本別町中央公民館）64人
•	 昨年からファイナルイベントとして、ニュースポーツの「ディス
コン」大会を開催しています。子どもからお年寄りまで18チー
ム64 名が集まり、チーム対抗戦を行いました。試合は予選
を3チームリーグ戦で行い、勝ち上がった8チームで抽選を
して決勝トーナメントを行い、順位を確定しました。

　当日の会場は熱気に包まれ、参加者たちは大きな歓声を上げ
ながら競技に熱中していました。

③ふまねっと・ガンバルーン体験会（本別町地区公民館等 3ヵ所）

39人

④始めてみよう！太極拳（本別町体育館）21人

⑤春を感じて自然探索　神居山と諏訪山に登ろう！（神居山）13人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／福祉担当部署／全部署

参加協力／スポーツ推進委員協議会／体育協会／スポーツ少年

団／社会福祉協議会／自治会・町内会

メディア	

十勝毎日新聞／北海道新聞／OCTV（帯広ケーブルテレビ）

広報・周知	

•	 �自治会連合会、老人クラブ連合会など、住民が集まる集会で

PRと取り組み依頼をしました。

•	 �町の広報紙 5月号に4 ページにわたりチャレンジデー特集記事

及び月2回発行の「かけはし」で「あと○日」とカウントダウン

記事を掲載しました。

•	 �実行委員会立ち上げからマスコミと連携をとり、取り組みを記

事として掲載されました。

•	 �図書館で対戦相手の紹介コーナーを設置しました。

•	 �広報紙に PR 用チラシを折り込みました。

製 作 物	

チラシ4,000 枚／ポスター150 枚／大型横断幕1枚／のぼり

本
ほん

別
べつ

町
ちょう 北海道

6回目
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2016 年 5 月 26 日 木曜日　北海道新聞

2016 年 5 月 25 日 水曜日　十勝毎日新聞

2016 年 5 月 19 日 木曜日　十勝毎日新聞

降雨のため体育館での開催となったおはようラジオ体操
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はじめてのエアロビクス

チャレンジデー開始宣言

タスポニーをやってみよう

主　　催	

幕別町チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　飯田晴義）

幕別町教育委員会生涯学習課

〒 089-0604	 北海道中川郡幕別町錦町 98番地

	 幕別町教育委員会内

TEL：0155-54-2006　FAX：0155-54-4714

結　　果	

人　　　口：27,410 人	
北海道幕別町	 ○

参 加 者 数：10,253 人	
VS

参　加　率：37.4％	
高知県宿毛市	 ●

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①パークゴルフを楽しもう！（町内パークゴルフ場（4ヵ所））125人
•	 パークゴルフ発祥の地ということで幕別町パークゴルフ協会
が主体となって町内 4ヵ所で開催。

②空き缶積み上げ（農業者トレーニングセンター）91人

③まくべつダッシュ王選手権（札内スポーツセンター）54人

④ナイターソフトボール（幕別運動公園ソフトボール場）41人

⑤タスポニーをやってみよう（農業者トレーニングセンター、札内

スポーツセンター）28人

実行委員会の構成団体	

スポーツ推進委員協議会／体育協会／総合型地域スポーツクラブ

／小学校（校長会）／中学校（校長会）／事業所・企業／商工会・

青年会議所／高齢者団体・老人クラブ

メディア	

十勝毎日新聞

広報・周知	

　広報掲載（3ヵ月）、新聞チラシ配布（2回）及び公共施設・応援

事業所等へのポスター掲載をしたことにより、昨年より多くの人

が参加しました。

製 作 物	

チラシ40,000 枚／ポスター250 枚／のぼり50 本／ポケット

ティッシュ10,000 個

実施効果	

　3回目の実施で初めて勝利しました。年々、参加者数・参加率

共に増加したことで着実に住民には浸透し、参加した方からは ｢

健康増進に役立った ｣、「楽しく取り組んでいた」といった声もき

かれ、担当者としては嬉しい限りです。

　来年も、勝利に向けて早い時期から取り組みを進め、悲願の参

加率 51％以上（金）を目指します。

幕
まく

別
べつ

町
ちょう 北海道

3回目
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2016 年 5 月 26 日 木曜日　十勝毎日新聞

2016 年 4 月 8 日 金曜日　十勝毎日新聞

2016 年 4 月　広報「まくべつ」4 月号

応援事業所・団体募集（４月18日㊊まで）
チャレンジデーの趣旨に賛同し、ＰＲをしていただける事業
所・団体を募集しています。協力いただける事業所・団体には、
チャレンジデーの「のぼり」を貸し出しします。また、イベント
会場、新聞折込チラシに、「応援事業所・団体」として掲載します。

◆高知県宿毛市ってどんなまち？
宿毛市は四国の西南端に位置し、温暖な気候と、海・山・
川の豊かな自然に囲まれた人口21,570人のまちです。
去年の参加率は25.0％でした（幕別町は30.4％）。

◆「チャレンジデー」って？
５月の最終水曜日に全国で開催されている住民総参加
型のスポーツイベント。人口規模がほぼ同じ市町村同
士が、午前０時から午後９時までの間に、15分以上運動
やスポーツをした住民の「参加率（％）」を競い合います。

今年も老若男女が楽しめるスポーツイベントを企画中！参加
方法やイベントなどの詳細は、広報5月号や町ホームページで
お知らせします。

空き缶積み上げ（町内最高記録３m62cm2mm）

体の歪み解消エクササイズ

健康スポーツダンス

▶問い合わせ先／教育委員会生涯学習課（℡ 0155-54-2006）

５月25日㊌の対戦相手は高知県宿毛市
今年もやります！幕別町チャレンジデー2016
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ベビーダンス

早朝ラジオ体操

ふまねっと体験

けではなく、町内会や事業所などの団体でイベントに取り組む例

も見られ、徐々にではありますが自主的な活動が行われるように

なってきました。次年度以降も事前の周知活動を強化し、チャレ

ンジデーの取組を浸透させていきたいと思います。

担当者から	

　実行委員の積極的な協力もあり、PR 活動などを通じて町民の

間にも事業が浸透してきているという感触を得られるようになって

きました。今後はチャレンジデーを一つのきっかけとし、スポーツ

の習慣化にいかにつなげていくか、具体的にそのためにはどのよ

うな取り組みや工夫が必要かについて考えていきたいと思います。

主　　催	

芽室町チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　宮西義憲）

芽室町教育委員会　社会教育課

〒 082-0013	 北海道河西郡芽室町東 3条 3丁目 1番地

	 芽室町中央公民館内

TEL：0155-62-9730　FAX：0155-62-7037

結　　果	

人　　　口：19,023 人	
北海道芽室町	 ○

参 加 者 数：11,940 人	
VS

参　加　率：62.8％	
大分県豊後高田市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①ラジオ体操（早朝／商店街）（芽室町中央公民館・健康プラザ／
町内商店街）84人／64人

②ウォーキング（芽室町内（東めむろ方面））29人
③ヨガ教室（夜の部）（芽室町中央公民館）23人
④ゲートボール体験（芽室町健康プラザ）22 人
⑤ふまねっと体験（芽室町中央公民館）19人
・チャレンジデーで実施するプログラムは実行委員会の中で検討
してきたものなので、いずれも実行委員の思いが込められたプ
ログラムとなっています。今年は数年ぶりに地元商店街に協力
を呼び掛け、午後 5時から街頭でのラジオ体操を行いました。
就業時間終了間際の忙しい時間帯でしたが、商店街の方々や
各事業所、役場職員等多くの方々に参加して頂き、今後のイベ
ントの PRにもつながっていくことを期待しています。

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／スポー

ツ少年団／社会教育委員／事業所・企業／商工会・青年会議所

メディア	

帯広・FMウイング「EVENING　TRAX」／十勝毎日新聞

広報・周知	

•	 今年からの新たな取り組みとして、チャレンジデーの3日前か

ら広報車を運行し、イベントの周知を行ったほか、当日に地元

の2 店舗のスーパーに実行委員を配置し、イベントへの参加の

呼び掛けと報告用紙の受付けを行いました。

•	 ラジオ体操の音源を録音した CDを作成し、希望する町内会や

各種団体等に対し貸出しを行いました。

製 作 物	

チラシ26,880枚／ポスター150枚／大型横断幕1枚／のぼり10本／	

Tシャツ40 枚／ポケットティッシュ9,000 個／BMIメジャー 400 個

実施効果	

　8回目のチャレンジデー実施となり、町民の間にも個人単位だ

芽
め

室
むろ

町
ちょう 北海道

8回目
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2016 年 5 月 20 日 金曜日　十勝毎日新聞

チャレンジデー PR 用チラシ

新
聞
記
事
・
チ
ラ
シ
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青森ワッツバスケットボール教室

グラウンド・ゴルフ交流大会

ナニャドヤラの祭典

育的視点からみても意義深いものとなりました。その他、ナニャ

ドヤラの祭典、高校生による集団行動等、近隣市町村からも大

勢参加していただき、村民との交流や新郷村及び村の地場産品等

を知っていただく良い機会となりました。

担当者から	

　今年の村の目標は参加率120％でした。その目標に向かい村

一丸となって挑み、見事目標をクリアしました。これまで以上に

一体感、充実感が感じられるチャレンジデーとなりました。その

一方で今年は村外からの参加者が多く駐車場を如何に確保する

かという課題が残りました。

主　　催	

新郷村チャレンジデー実行委員会	 （会長　須藤良美）

新郷村総務課企画グループ

〒 039-1801	 青森県三戸郡新郷村戸来

TEL：0178-78-2111　FAX：0178-78-2118

結　　果	

人　　　口：2,668 人	
青森県新郷村	 ○

参 加 者 数：3,494 人	
VS

参　加　率：131.0％	
秋田県藤里町	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①みんなでラジオ体操（役場前広場）1,700人

②間木ノ平グラウンド・ゴルフ交流大会（間木ノ平グリーンパーク）

220人

③ナニャドヤラの祭典（役場前広場）195人
・「なにゃどやら」とは青森県南部から岩手県北部にかけての地
域及び秋田県鹿角地方の旧南部藩領内に伝わる盆踊り。新
郷村を含む近隣市町村 9 団体の皆様になにゃどやらを披露
していただきました。

④消防団玉落とし（金ヶ沢農村公園川沿い）130人

⑤渓流釣り大会（五戸川（役場前周辺））70人

【アスリート・著名人など】
青森ワッツ（バスケットボール（bjリーグ）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／スポー

ツ少年団／社会教育委員／事業所・企業／商工会・青年会議所

メディア	

デーリー東北／東奥日報／河北新報／青森テレビ（ATV）／青森

放送（RAB) ／日本放送協会（NHK）

広報・周知	

　村内はもちろん、村外の団体や自治体へ周知するため、近隣の

市町村へチラシやポスターを配布しPRに努めました。また、お

年寄りのために村内送迎バスを用意したり、イベントに合わせバ

スツアーを企画し参加しやすい環境づくりをした結果、村内外と

もに参加者の大幅アップにつながりました。

製 作 物	

チラシ2,000 枚／ポスター 50 枚／大型横断幕 1枚／横断幕

（その他）1枚／のぼり25 本／ T シャツ 31枚／トートバック

2,000 個

実施効果	

　村と連携協力協定を結んでいる幼児保育学科の学生と保育園

児との交流は普段学生が学んでいることを実践する場ともなり教

新
しん

郷
ごう

村
むら 青森県

5回目
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2016 年 5 月 26 日 木曜日　デーリー東北

2016 年 4 月 29 日 金曜日　デーリー東北



68
レポート
68

レポート

園児とリレー競争した「町長と王子にチャレンジ」

オープニングセレモニー　町民一斉ラジオ体操

100 本／ Tシャツ60 枚／ポケットティッシュ3,000 個／フェイ

スタオル250 個／ PRビデオ（ケーブルテレビ）1本

実施効果	

　今回で4 回目の参加となりますが、年々町民のみなさんの参加

意識が向上し、参加率アップにもつながっています。

　取組にも工夫が見られ、体力つくり、健康づくりへの意識もか

わりつつあるのではないかと感じています。

　様々な分野の運動プログラムの実施など、新しいスポーツの体

験や、体力つくりにつながるイベントとなっています。

担当者から	

　昨年から参加率向上のために、新たに自治会向けのプログラム

を実施し、取組内容や参加率高い自治会を表彰しています。取組

の参考となるよう、全自治会の参加率（年代別参加率）の集計や、

取組についてまとめ、自治会へ報告して、実施にむけバックアップ

を行ってきました。今回は、ほとんどの自治会から参加報告があ

り、参加率がアップしていました。自治会活動の一環として実施

しているところもあり、まちづくりにもつながっています。

主　　催	

田子町チャレンジデー実行委員会	 （委員長　山本晴美）

田子町教育委員会　教育課

〒 039-0201	 青森県三戸郡田子町大字田子字柏木田 169

	 田子町中央公民館

TEL：0179-20-7070　FAX：0179-20-7075

結　　果	

人　　　口：5,971 人	
青森県田子町	 ○

参 加 者 数：4,482 人	
VS

参　加　率：75.1％	
佐賀県玄海町	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①オープニングセレモニー（町農業者トレーニングセンター　他）

770人

②町長と王子にチャレンジ（町内幼稚園、保育園）207人

③振分親方と相撲体操＆握手会（農業者トレーニングセンター　
アリーナ）203人
•	 青森県出身の振分精彦氏（東関部屋付親方、元高見盛関）を
講師に招き、親方の相撲を始めたきっかけから、親方となっ
た現在までの相撲に関わる講演をしていただきました。その
後、親方の指導による相撲体操と参加者全員との握手会を
開催しました。

④ダンス教室（町中央公民館　ホール）47人

⑤ストライキングエクササイズ（町中央公民館  ホール）43人

【アスリート・著名人など】
振分精彦（東関部屋付親方）／ヴァンラーレ八戸 FC（日本フット

ボールリーグ所属）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／健康づくり担当部署／観光担当部署／総務

担当部署／スポーツ推進委員協議会／総合型地域スポーツクラブ

／小学校（校長会）／事業所・企業／商工会・青年会議所／社会

福祉協議会／自治会・町内会／町教育振興会

メディア	

デーリー東北／東奥日報／田子町ケーブルテレビ／WAKU2 た

いむ

広報・周知	

　チャレンジデー実行委員に関係団体の会長等にも参加していた

だき、実施に向け協力体制の強化を図りました。また、委員から

挙がった周知等に関する意見をまとめ、町民、自治会、事業所な

どへの参加方法等について段階的に周知を行った結果、個人の参

加報告が増え参加率アップにつながりました。

製 作 物	

チラシ10,000 枚／ポスター100 枚／大型横断幕1枚／のぼり

田
たっ

子
こ

町
まち 青森県

4回目
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2016 年 5 月 27 日 金曜日　デーリー東北

2016 年 5 月 27 日 金曜日　東奥日報

2016 年 4 月 30 日 土曜日　デーリー東北

振分親方と相撲体操＆握手会
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開会式はみんなでヨガ

神奈川県大井町長とエール交換

製 作 物	

チラシ7,000枚／ポスター200枚／大型横断幕1枚／横断幕（そ

の他）1枚／のぼり100 本／懸垂幕1枚／ Tシャツ180 枚／ポ

ケットティッシュ1,000 個／藤崎チャレンジカップトロフィー 9 個

／タオル1,000 枚

実施効果	

　今回で 9回目のチャレンジデー実施となりましたが、昨年より

参加率を落とす結果となりました。

　しかし、健康寿命を延ばすために日頃から運動やスポーツを行

なって、健康・体力づくりの意識を高めてもらうきっかけづくりと

なりました。

　これからも「毎日がチャレンジデー」をモットーに健康・体力づ

くりをＰＲしていきたいと思っています。

担当者から	

　参加報告について、町内会の協力をいただいていますが、一方

で平日の農繁期ということもあり、参加報告書の回収が負担であ

るという意見が聞かれました。

　来年実施の際には、参加報告方法を見直す必要があると思って

います。

主　　催	

藤崎町チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　平田博幸）

藤崎町教育委員会　生涯学習課

〒038-1214	 青森県南津軽郡藤崎町大字常盤字三西田35番地 1

	 常盤生涯学習文化会館

TEL：0172-65-3100　FAX：0172-65-3128

結　　果	

人　　　口：15,452 人	
青森県藤崎町	 ●

参 加 者 数：7,840 人	
VS

参　加　率：50.7％	
神奈川県大井町	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①グラウンド・ゴルフ大会（ライフコート平川）200人

②藤崎チャレンジカップ（スポーツプラザ藤崎）110人

③中央開会式（生き生きけんこう体操・初心者向けヨガ）（スポー

ツプラザ藤崎）80人

④チャレンジイベント（ウォーキング・ペアなわとび）（スポーツプ
ラザ藤崎・農業者トレーニングセンター）80人
•	 ウォーキングの部　体育館内（1周120メートル）を15分間
歩いて、その距離を競う競技イベントです。上位 5 名までを
表彰します。

•	 ペアなわとびの部　2 人1組となって、お互いの連続してな
わとびを跳んだ最高回数の合計を競う競技イベントです。15
分間何度でもチャレンジできます。上位 5組までを表彰しま
す。

⑤ミニバスケットボール教室（藤崎小学校体育館）65人

【アスリート・著名人など】
青森ワッツ（B.LEAGUE  2 部所属）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／観光担当部署／総務担当部署／農政・建設・住

民担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／スポーツ少

年団／総合型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校（校

長会）／中学校（校長会）／高等学校／事業所・企業／商工会・

青年会議所／社会福祉協議会／PTA 連合会／自治会・町内会／

各種農業団体

メディア	

陸奥新報／東奥日報／津軽新報

広報・周知	

　チャレンジデー実行委員を通じての関係団体への周知依頼、住

民への周知及び参加報告のとりまとめをお願いする町内会長を参

集しての説明会を開催したほか、町広報誌にチャレンジデーの記

事を掲載し、町内全世帯にチラシを配布して参加の呼びかけを行

いました。

藤
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2016 年 5 月 29 日 日曜日　津軽新報

2016 年 5 月 27 日 木曜日　陸奥新報

2016 年 3 月 23 日 水曜日　津軽新報

さあみんなで踊ろう！新藤崎音頭
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胆沢区いきいきシニアスポーツ大会

イオンでチャレンジ

江刺区開始式

•	「ふうせん送りでチャレンジ」を実施することで、地域住民・職

場等での交流の場を提供し、連帯感を高めることができまし

た。

•	 チャレンジデーの PRと併せて、「2016いわて国体」の周知を

図ることができました。

主　　催	

奥州市チャレンジデー実行委員会	 （会長　小沢昌記）

奥州市協働まちづくり部　生涯学習スポーツ課　スポーツ振興係

〒 023-1192	 岩手県奥州市江刺区大通り 1-8

	 江刺総合支所

TEL：0197-35-2111　FAX：0197-35-7466

結　　果	

人　　　口：121,188 人	
岩手県奥州市	 ●

参 加 者 数：82,280 人	
VS

参　加　率：67.9％	
長崎県大村市	 ○

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①ふうせん送りでチャレンジ（各地区・各事業所等）1,930人
•	 奥州市チャレンジデー共通イベントとして実施している「ふう
せん送りでチャレンジ」です。10人1組でタイムを競い合い
ます。（地区対抗・事業所対抗の2部門）

②開始式（各区）800人

③おうしゅうチャレンジカップ（各小・中学校）156 チーム

④胆沢区いきいきシニアスポーツ大会（胆沢区陸上競技場）300人

⑤買い物ウォーキング（市内 4 店舗）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／観光担当部署／総務担当部署／スポーツ推進委

員協議会／体育協会／スポーツ少年団／中学校（校長会）／高等

学校／商工会・青年会議所／社会福祉協議会／PTA 連合会／自

治会・町内会／高齢者団体・老人クラブ／婦人会／農業協同組合

メディア	

奥州エフエム放送／胆江日日新聞／岩手日日新聞

広報・周知	

　コミュニティエフエムに出演しての PRや、SNS を使って情報の

拡散、広報車での広報活動、各種団体の会議にてPRを行うこと

によって、多くの市民に周知することができました。

製 作 物	

チラシ45,000 枚／ポスター300 枚／横断幕（その他）26 枚／

のぼり100 本／懸垂幕 2枚／ Tシャツ200 枚／ポケットティッ

シュ7,500 個／日付シート28 枚

実施効果	

•	 参加率が 67.9％と昨年より0.5％下がってしまいましたが、奥

州市共通イベントの参加が増えた事や各種団体等が自主的にイ

ベントを計画している事から、チャレンジデーが定着してきてい

る様子が伺えました。

奥
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8回目
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2016 年 5 月 27 日 金曜日　岩手日日新聞

2016 年 5 月 18 日 水曜日
胆江日日新聞
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城山公園ウォーキング

ミニ運動会

職場交流レクリエーション

担当者から	

•	 住民の参加状況により仮設団地から一般住宅への移転が徐々

に進み始めていることが確認できました。今後中心部の町方住

宅の整備が進む中で、チャレンジデーが、コミュニティ再構築

のための「きっかけ」行事として、また元気（健康）なまちづくり

の「目標」のイベントになればよいと思います。

主　　催	

大槌町チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　平野公三）

大槌町教育委員会　生涯学習課

〒 028-1121	 岩手県上閉伊郡大槌町小鎚第 32地割 126

	 大槌町中央公民館

TEL：0193-42-3030　FAX：0193-42-3031

結　　果	

人　　　口：12,394 人	
岩手県大槌町	 ●

参 加 者 数：6,693 人	
VS

参　加　率：54.0％	
北海道東神楽町	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①全町民ラジオ体操（全町内）
•	 全町民ラジオ体操は、10 時と15 時にラジオ体操を放送し、
チャレンジデー実施日の周知と運動のきっかけづくりになっ
ている。

②ふれあい交流会（役場多目的会議室）47人

③城山ウォーキング（城山公園）30人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／スポーツ

少年団／幼稚園・保育園／小学校（校長会）／中学校（校長会）／

高等学校／事業所・企業／商工会・青年会議所／社会福祉協議

会／自治会・町内会／高齢者団体・老人クラブ／婦人会

メディア	

読売新聞／朝日新聞／岩手日報

広報・周知	

•	 事業所にチラシを持参し参加を依頼することは、参加報告書の

回収状況から見ても効果があると感じていました。

•	 前日と当日の町内放送が最も有効な広報手段でした。

製 作 物	

チラシ10,000 枚／ポスター200 枚／大型横断幕 2枚／のぼり

20 本／ Tシャツ40 枚／タオル 800 個

実施効果	

•	 チャレンジデーに併せた自主的な取り組みが、自治会、事業所

や仮設団地などで実施されています。（具体的には、地域内を

早朝にウォーキングをしながらごみ拾いをしたり、職場内での

レクリエーション行事などを実施）

•	 希望郷「いわて国体」「いわて大会」の PRの機会となりました。

大
おお

槌
つち

町
ちょう 岩手県

11回目
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2016 年 5 月 27 日 金曜日　読売新聞

2016 年 5 月 26 日 木曜日　岩手日報

2016 年 5 月 26 日 木曜日　朝日新聞
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川沿いをみんなでウォーキング

親子で仲良く体操

実施効果	

　当町のチャレンジデーへの実施は今回で11回目となり、学校

や企業の積極的なイベント参加や、各競技団体の自主的なイベン

トの開催が定着しており、町民の運動・健康に対する意識が高まっ

ていると思われます。今年は過去に参加報告をした実績のない企

業・団体等にも積極的に呼びかけを行い、今までチャレンジデー

をあまり意識していなかった方々にも、運動をするきっかけづくり

ができたのではないかと思います。

担当者から	

　チャレンジデーをきっかけとして、多くの方々が運動・スポーツ

を普段の生活に取り入れることができるように、様々なイベント等

を実施した結果、多くの人が参加し楽しい一日を過ごすことがで

きました。 今年からの新しい試みも町民の皆さんから好評で、僅

かながら参加率が上昇したことは成果ですが、期待していたより

も個人参加者の報告数が伸びなかったことが来年以降への課題

となりました。

主　　催	

軽米町チャレンジデー実行委員会	 （会長　山本賢一）

軽米町教育委員会　生涯学習グループ

〒 028-6302	 岩手県九戸郡軽米町大字軽米 10-85

	 軽米町役場 3階　教育委員会事務局

TEL：0195-46-4744　FAX：0195-46-3050

結　　果	

人　　　口：9,757 人	
岩手県軽米町	 ●

参 加 者 数：5,223 人	
VS

参　加　率：53.5％	
秋田県五城目町	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①転倒予防セミナー＆ウォーキング（軽米町農村環境改善セン

ター雪谷川河川敷周辺コース）127人

②ゲートボール大会（軽米町営ゲートボール場）107人

③みんなでラジオ体操（オープニングイベント）（ 軽米町役場正面
玄関前駐車場）85人
•	 朝 6 時に役場庁舎前に町民の皆さんに集まっていただき、ラ
ジオ体操をすることで、1日を気持ちよく始めてもらうととも
に、チャレンジデーに対する意識を高めました。また、町の
ゆるキャラを登場させて盛り上げることで、オープニングイベ
ントとしての役割を果たしました。

④ダンスパーティー（軽米町農村環境改善センター）64人

⑤パークゴルフ大会（軽米町営パークゴルフ場）60人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／スポーツ

少年団／小学校（校長会）／中学校（校長会）／高等学校／商工会・

青年会議所／社会福祉協議会／青少年健全育成組織／PTA 連

合会／自治会・町内会／高齢者団体・老人クラブ／消防団

メディア	

岩手日報

広報・周知	

　町内の掲示版・商店等へのポスターの掲示、参加報告書付チ

ラシの全戸配布、広報紙の活用、学校や事業所への参加依頼等、

従来行ってきた方法に加え、町のケーブルテレビ・全町無線放送

での事前告知放送、着ぐるみを活用しての町内各地での参加呼

びかけ、町内を広報車で周回する等、「耳に残る広報」を心掛け

た結果、僅かながらも昨年の参加率を上回れたことは成果の現

れであると捉えています。

製 作 物	

チラシ4,500 枚／ポスター120 枚／のぼり30 本／ Tシャツ40

枚／ポケットティッシュ5,500 個

軽
かる

米
まい

町
まち 岩手県

11回目
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2016 年 5 月 26 日 木曜日　岩手日報

軽スポーツで楽しく運動
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従業員もお客様と一緒に踊ります！

国体 PR ダンス「わんこダンス」で参加

製 作 物	

チラシ40,000 枚／ポスター350 枚／大型横断幕 3 枚／横断幕

（その他）3 枚／のぼり70 本／ Tシャツ260 枚／ポケットティッ

シュ10,000 個

実施効果	

•	 市民の運動・スポーツに対する意識を高める良い機会となりま

した。

•	 オープニングで実施した「国体炬火採火式」と、国体 PRダンス

キャラバンにより国体開催への機運醸成につながりました。

•	 前回に引き続いて石垣市と友好都市対戦することができ、より

一層、両市の友好交流の絆が深まりました。

担当者から	

•	 市内一斉ラジオ体操の取り組みによる市全体の一体感につな

がり、国体でも一体となって成功へ向かう意識がさらに高まり

ました。

•	 事業所等への文書と戸別訪問によるPR が功を奏して参加

率アップに大幅につながったほか、多くの事業所がごみ拾い

ウォーキングに取り組み国体に向けて環境美化につながる良

い機会になりました。

•	 前回は石垣市に完敗しましたが、多くの市民から「今回は是非リ

ベンジを！」という声が出て積極的な取り組みが見られました。

主　　催	

北上市チャレンジデー実行委員会	 （会長　髙橋敏彦）

まちづくり部スポーツ推進課

〒 024-8502	 岩手県北上市上江釣子 17-201-2

TEL：0197-72-8270　FAX：0197-77-2120

結　　果	

人　　　口：93,660 人	
岩手県北上市	 ○

参 加 者 数：53,878 人	
VS

参　加　率：57.5％	
沖縄県石垣市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①「わんこダンスキャラバン」（いわて国体 PRダンス）（江釣子

ショッピングセンター PAL ほか2ヵ所）8,536人

②いわて国体炬火点火式・市内一斉ラジオ体操（樺山歴史の広場
ほか市内各地域）8,397人
・チャレンジデーのオープニングイベントとして、10月に当市を
主会場地に開催される希望郷いわて国体・いわて大会の炬
火採火式を実施して国体に向けた市民の機運醸成を図ると
ともに、チャレンジデー参加種目として市内一斉ラジオ体操
を実施することにより市民が事業の成功に向かう一体感を創
り出し、国体の成功に向けて市民がさらに一体となるきっか
けとします。

【アスリート・著名人など】
岡崎朋美（スケート競技　リレハンメル・長野オリンピック（銅メ

ダル）など 5回のオリンピックに出場）／アンダーパス（（音楽ユ

ニット）「たらりら」（みんなのうた）「VICTORY」（希望郷いわ

て国体・いわて大会応援ソング））

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／スポーツ

少年団／総合型地域スポーツクラブ／民間フィットネスクラブ／小

学校（校長会）／中学校（校長会）／高等学校／大学・短大・高専・

専門学校／事業所・企業／商工会・青年会議所／社会福祉協議

会／PTA 連合会／自治会・町内会／高齢者団体・老人クラブ／

婦人会／障害者団体

メディア	

岩手日日新聞／岩手日報／岩手朝日テレビ／岩手めんこいテレビ

／北上ケーブルテレビ

広報・周知	

　市内の事業所約 2,000 社、市内各地域の自治組織、競技団体、

幼・保、小中学校、高校へ文書とPRキャラバン隊による戸別訪問、

参加依頼を実施しました。また、市 3庁舎、スポーツ施設や各地

域の交流センターに横断幕、ポスター、のぼり等を設置したほか

広報車による周知を実施しました。個別訪問によって事業所の参

加が大幅に増加しました。

北
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2016 年 5 月 27 日 金曜日　岩手日報

2016 年 5 月 26 日 木曜日　岩手日報

2016 年 5 月 26 日 木曜日　岩手日日新聞

国体炬火に採火するため火熾しに奮闘



80
レポート
80

レポート

保育園児もニュースポーツ体験

町民まなびぃ学園総合開講式での軽スポーツ

役場職員もチャレンジ体操

担当者から	

　22回連続の参加により、チャレンジデーが定着していて、世代

間交流の場になっています。（小さい学校は合併になり地区での

運動会などもなくなったため、チャレンジデーが運動での世代間

交流の場となっているようです。）

主　　催	

葛巻町チャレンジデー実行委員会	 （会長　鈴木重男）

NPO法人葛巻町体育協会

〒 028-5402	 岩手県岩手郡葛巻町葛巻 8-33-2

TEL：0195-66-3607　FAX：0195-68-7056

結　　果	

人　　　口：6,658 人	
岩手県葛巻町	 ○

参 加 者 数：4,854 人	
VS

参　加　率：72.9％	
神奈川県真鶴町	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①チャレンジラジオ体操等（各行政区 (35自治会））1,850人
•	 町内 35自治会でチャレンジラジオ体操、ウォーキング、ファ
ミリーバレー、卓球、輪投げ、スカットボール、玉入れ、ビン
ゴ大会など各地区にあったプログラムを行っています。

②軽スポーツ体験（ほすなある、まちの駅、総合センター）800人

③各地区チャレンジデースポーツ大会（各地区体育振興会（5 地

区））350人

④町民まなびぃ学園総合開講式及び葛巻福祉大学（葛巻小学校

体育館）300人

⑤チャレンジ体操・長縄跳び（役場前）130人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／観光担当部署／スポー

ツ推進委員協議会／体育協会／スポーツ少年団／総合型地域ス

ポーツクラブ／商工会・青年会議所／婦人会／森林組合／ JA

メディア	

岩手日報／くずまきケーブルテレビ

広報・周知	

　ポスターに対戦相手を入れ各自治会・学校・保育園・施設・事

業所へ掲示しています。チラシの裏に当日のプログラムを載せ全

戸配布しています。35自治会・6 地区体育振興会・学校関係・

各保育園・各事業所へ、参加のお願い文章を発送しています。前

日と当日に町内放送を行っています。

製 作 物	

チラシ3,500 枚／ポスター150 枚／大型横断幕12 枚／のぼり

170 本／ Tシャツ50 枚／ポケットティッシュ6,000 個

実施効果	

　チャレンジデーが定着しているため各団体と連携がとれ、各イ

ベントがスムーズに行えていると思います。

葛
くず

巻
まき

町
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22回目
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2016 年 5 月 27 日 金曜日　岩手日報

2016 年 5 月 26 日 木曜日　岩手日報
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初めてのグランドヤード

開会式みんなでストレッチ

実施効果	

　17 回目の参加となり、市民の間でも5月はチャレンジデーがあ

るという意識が定着しています。市内事業所、学校、保育園・保

育所でも、チャレンジデー実施日に合わせて運動を行っています。

復興工事関係者に参加してもらうことで出身地に関係なく、市の

イベントとして取り組むことができ、復興支援への感謝を発信す

るということにつながっていると思います。閉会式では、各種団

体が中心となって踊りやダンスを楽しむことができました。また、

仮設住宅にて練習しているエアロビクスの発表の場として、日頃

の成果を生かす場となりました。

担当者から	

　参加者を迎える開会式会場の仮設住宅自治会で作成した横断

幕に驚きました。開会式・閉会式には積極的に参加者が集まった

ほか、仮設住宅や災害公営住宅の集会所でニュースポーツを行い、

運動を始めるきっかけづくりとすることができました。はっきりし

ない天気で、参加者も伸び悩みましたが、自治会・区長の協力も

あり勝利を収めることができました。町ごとに参加率に差がある

ため、周知方法や集計の流れを改善しなければと感じます。

主　　催	

陸前高田市チャレンジデー実行委員会	 （会長　戸羽　太）

陸前高田市教育委員会　生涯学習課

〒 029-2292	 岩手県陸前高田市高田町字鳴石 42-5

	 陸前高田市役所

TEL：0192-54-2111　FAX：0192-54-3888

結　　果	

人　　　口：20,179 人	
岩手県陸前高田市	 ○

参 加 者 数：15,516 人	
VS

参　加　率：76.9％	
福岡県みやこ町	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①体操（市役所厚生会）（コミュニティホール中庭）267人

②玉入れタイムレース（総合型りくぜんたかた）（市内10ヵ所）

181人

③開会式（ラジオ体操、ストレッチ）（矢作小学校体育館）100人
•	 開会式会場を毎年変えています。該当地区のコミュニティ推
進協議会の協力を得て、開会式イベントの周知に努めていま
す。チャレンジデーのスタートを切る重要なイベントになって
います。今年は、日本オリンピアン協会からの紹介で、気仙
沼市出身のオリンピアン千葉健郎さんにお越しいただきまし
た。子どもから高齢者まで、幅広い年代が集まり、ラジオ体
操だけでなく二人一組のストレッチ体操等に取り組みました。

④閉会式（ストレッチ、ダンス等）（第一中学校体育館）100人

【アスリート・著名人など】
千葉健郎（ローマオリンピック・ボート競技）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／総合

型地域スポーツクラブ／小学校（校長会）／中学校（校長会）／事

業所・企業／商工会・青年会議所／社会福祉協議会／自治会・

町内会／高齢者団体・老人クラブ／婦人会

メディア	

東海新報／岩手日報

広報・周知	

　4月初めに、チャレンジデーの開催と対戦相手を回覧文書にて

周知し、5月は報告用紙つきのチラシを各戸配布しました。また、

市内の事業所や各小中学校、保育所・保育園にも協力を依頼しま

した。復興事業に携わっている土木・建築業者には、あらかじめ

電話にてイベントを説明しました。市の広報誌や Facebook を活

用することで、各種イベントプログラムを周知しました。

製 作 物	

チラシ 9,100 枚／ポスター200 枚／横断幕（その他）4 枚／のぼ

り50 本／ Tシャツ40 枚／ポケットティッシュ1,000 個／

陸
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2016 年 5 月 27 日 金曜日　岩手日報

2016 年 5 月 27 日 金曜日　東海新報

2016 年 5 月 25 日 水曜日　東海新報

閉会式みんなでダンス
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チャレンジウォーキング出発！（まだ元気です！）

今年は優勝するぞ！

シニアも元気に運動なう！

町民からは「今年は勝てるように！」「最近負けが続いてるからな！」

といった声も聞こえてくるので、チャレンジデー自体は町民に浸透

しているようです。チャレンジデーというイベントが町民のスポー

ツ活動のきっかけづくりになれば、町のスポーツ振興にもつながっ

てくると思いますので、今後も継続して実施していければと思いま

す。

担当者から	

　前任から引き継いで2回目のチャレンジデーでしたが、準備不

足がかなりあり、結果最後までそれが出てしまったように感じて

います。新たな試みを模索していましたが、それも準備する時間

が足りず実行まで移すことができませんでした。次年度以降も参

加する際には、とにかく早めの準備を心掛けていきたいと思って

おります。報告用紙に記載していただいた町民からの意見も反映

できるように来年の準備を進めていきたいと思います。

主　　催	

七ヶ浜町チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　齋藤敏昭）

七ヶ浜町教育委員会生涯学習課

〒 985-0802	 宮城県宮城郡七ヶ浜町吉田浜字野山 5-9

	 生涯学習センター

TEL：022-357-3302　FAX：022-357-2615

結　　果	

人　　　口：19,273 人	
宮城県七ヶ浜町	 ●

参 加 者 数：10,077 人	
VS

参　加　率：52.3％	
埼玉県小鹿野町	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①オトナの運動会（アクアリーナ）72 人
•	 体育協会とスポーツ少年団に1チーム6 名の参加依頼をし
て、スポーツ玉入れとスポーツ大玉運びを実施しました。一
般参加が1グループあり大変な盛り上がりを見せたファイナ
ルイベントでした。

②チャレンジウォーキング（七ヶ浜町内）46人

③いきいきシニア交流会（アクアリーナ）38人

④朝のラジオ体操（七ヶ浜町内）34人

⑤スーパーマーケットでお呼びかけ大作戦！（報告し忘れた人へ）

（ヤマザワ、SEIYU入口付近）116人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／スポーツ推進委員協議

会／体育協会／スポーツ少年団／総合型地域スポーツクラブ／幼

稚園・保育園／小学校（校長会）／中学校（校長会）／高等学校／

事業所・企業／自治会・町内会

メディア	

ミヤギテレビ「OH！バンです！　伝言バンです」

広報・周知	

　今回メディアに出演できたことは非常に大きな成果だと思いま

す。町内の多くの方から「テレビ見たよ！」と声をかけていただく

機会がたくさんありました。ただし、普段運動を行っている方か

らの声がほとんどで、一般の方からの評価はわかりません。それ

でも次年度以降は積極的に外部に対して発信する機会を増やし

ていければと思います。

製 作 物	

チラシ7,500枚／ポスター100枚／大型横断幕2枚／横断幕（その他）

2枚／のぼり15本／ Tシャツ260 枚／ポケットティッシュ500 個

実施効果	

　チャレンジデーの実施が 8回目で、町民にとって毎年恒例の行

事となっている一方でマンネリ化している傾向があると感じます。

七
しち

ヶ
が

浜
はま

町
まち 宮城県

8回目
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チャレンジデー PR 用チラシ チャレンジデー PR 用チラシ

住民総参加！自治体 vs自治体の対抗戦！ 

＜全国一斉開催＞ 

５月２５日(水) 
七ヶ浜町民の一致団結の日 

１５分間運動して報告しよう!! 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■主催 七ヶ浜町チャレンジデー実行委員会 

■共催 七ヶ浜町・七ヶ浜町教育委員会・七ヶ浜町体育協会 

■日時 平成 2８年 5月 2５日（水）午前 0時～午後 9時 

■場所 七ヶ浜町内（自宅や学校・職場などどこでもOK） 

★★ チャレンジデーの夜は ★★ 

日 時：平成２８年５月２５日（水） 19:30～21:00 

場 所：アクアリーナ 

参加費：無 料 

種 目：①スポーツ玉入れ  ②スポーツ大玉運び ※タイムレース勝負 

申込み：アクアゆめクラブ事務局（357-7920）まで６人１組のチームで 

お申し込みください。上位入賞にはすてきな景品あり！ 

【挑戦チーム大募集 エントリー5月２２日（日）締切】 

体育協会・スポーツ少年団のみなさんをはじめ、一般参加もOKです。 

チームワークの良い６人でエントリーしてください！ 

玉入れは競技用の玉入れ、大玉運びはキンボールを使ってタイムレースを行います！ 

優勝を目指して、七ヶ浜町の勝利のため、ぜひご参加ください！ 

 

オトナの運動会を開催 

～しちがはま勝利に向けたイベント大作戦～ 

イベントの詳細は、アクアゆめクラブ（357-7920）までお問い合わせください 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

6:30～7:00【各地区】 

七ヶ浜町内各地区避難所・分館 等 

朝のスタートはラジオ体操から♪ 

スポーツ推進委員のみなさんと元気に体操しよう！ 

9:00～12:00【申し込み制】 

サッカースタジアム集合・解散 

約 10キロの道のりに 3時間かけて 

ゆっくりとチャレンジします！ 

町民一斉朝のラジオ体操 

しちがはまチャレンジウォーキング 

テニスコート無料開放 

9:00～21:30【当日申し込み制】 

一団体 1コートで 2時間まで。 

18 時以降は照明代をいただきますので

ご了承下さい。 

 

ワンポイント情報 
今年の対戦相手は埼玉県小鹿野町。名産品は秩父牛で

す。相手の文化を理解するために、この日は牛肉を食

べることをオススメします。 

牛肉食べて絶対勝つモーン！ 
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三輪車タイムレース選手権大会

おらが故郷赤井はひとつウォーキング

製 作 物	

チラシ 9,000 枚／ポスター300 枚／大型横断幕15 枚／横断幕

（その他）1枚／のぼり200 本／ Tシャツ50 枚／告知用マグネッ

トシート30 個

実施効果	

　スポーツへの関心を高められただけでなく、チャレンジデーを

きっかけに集団移転による新たなコミュニティ内の交流などの地

域交流や家族でイベントに参加することによる家族内での交流、

多世代で同じイベントに参加することによる世代間交流など、様々

な繋がりを持つきっかけづくりになったと思います。

担当者から	

　今年で 6回目と市内で 5月のスポーツイベントとして浸透・定

着してきたと感じています。運営する事務局や、イベントの企画・

運営をお願いしている市民センターでも、徐々にイベントの内容に

変化をつけたり、新たなイベントを実施してみたりなど年々参加者

の増加と伴い工夫や充実感が生まれてきているように感じます。

主　　催	

チャレンジデー東松島市実行委員会	 （会長　阿部秀保）

東松島市教育委員会　生涯学習課

〒 981-0503	 宮城県東松島市矢本字上河戸 36-1

TEL：0225-82-1111　FAX：0225-82-1845

結　　果	

人　　　口：40,290 人	
宮城県東松島市	 ○

参 加 者 数：19,199 人	
VS

参　加　率：47.7％	
大分県杵築市	 ●

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①東松島市小中学校対抗ロープ・ジャンプ大会（市内各小中学校）

1,375人

②ファイナルイベント（東松島市民体育館）150人

③東松島市三輪車タイムレース選手権大会（アトムサーキット）60人
•	 今年が初開催
	 市内にあるサーキット場を貸切り、大人から子どもまで年代
関係なく幅広く参加者を募集し、個人戦や団体戦を行った。

	 団体戦では親子でチームを作ったり、スポーツ団体でチーム
をつくったり、職場の同僚同士でチームを作ったりなど、様々
な形のチームがあり、白熱した戦いの中に笑いありのとても
楽しいイベントとなりました。

④グラウンド・ゴルフ大会（鷹来の森運動公園野球場）40人

⑤ヨガ教室（赤井地区体育館・東松島市民体育館）35人

【アスリート・著名人など】
やっぺぇ（NHK仙台放送局キャラクター）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／観光担当部署／総務担当部署／市民恊働担当部

署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／スポーツ少年団／小

学校（校長会）／中学校（校長会）／高等学校／事業所・企業／商

工会・青年会議所／社会福祉協議会／PTA 連合会／自治会・町

内会／婦人会

メディア	

宮城テレビ「OH! バンデス」／ラジオ石巻「東松島なんだりかんだ

り2」／石巻日日新聞／石巻かほく新聞

広報・周知	

•	 テレビやラジオなどメディアを活用し広域的な広報を行いました。

•	 SNS「Facebook」にページを作成し、準備状況や当日の様子、

最終結果の速報をするなどチャレンジデー実施に向けた雰囲気

づくりを行いました。

•	 のぼりや横断幕、ポスター設置。新聞折り込みチラシ、公用車

等に貼り付けるマグネットシートによる告知など、広報に努めま

した。

東
ひがし

松
まつ

島
しま

市
し 宮城県

6回目
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2016 年 5 月 26 日 木曜日　石巻かほく

2016 年 4 月 20 日 水曜日　
読売新聞

ファイナルイベント集合写真
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中心市街地「なかいち」で武術太極拳を実施

オープニングイベント「みんなでラジオ体操」

製 作 物	

チラシ145,000 枚／ポスター100 枚／大型横断幕 2枚／のぼ

り100 本／ Tシャツ70 枚／ポケットティッシュ2,000 個／風船

2,000 個／ホイッスル付ライトペン4,000 個／啓蒙看板および

カウントダウンボード10 枚

実施効果	

　チャレンジデーの開催を契機として、市民のスポーツに対する

関心と習慣化を喚起したことにより、結果として参加率が昨年と

比較し10％以上も上回りました。また、子どもから高齢者まで

気軽に参加できる様々なイベントを、民間企業等と連携・協力し

て実施したことにより、行政単独では対応しきれない市民ニーズ

にも応じられたものと認識しております。

　今後は、チャレンジデーで構築した民間企業等との連携体制を

さらに実質的かつ効果的に推進し、本市が目指す「生涯スポーツ

社会の実現」を目指します。

担当者から	

　チャレンジデー参加自治体の中で最も人口が多いという状況の

中で、昨年に続いて2回目の参加ということに加え、今年は PRリー

フレットを市内約13万 5千世帯に全戸配布したことにより、市民

に「チャレンジデー」というイベントが認知されつつあると感じてい

ます。来年に向けましては、ただ単に、対戦相手との勝負や参加率

にこだわるだけではなく、引き続き、それぞれのライフステージに

応じた運動やスポーツ活動の推進に取り組んでまいります。

主　　催	

秋田市チャレンジデー実行委員会	 （名誉会長　穂積　志）

秋田市観光文化スポーツ部スポーツ振興課

〒 010-8560	 秋田県秋田市山王一丁目 1-1

TEL：018-888-5611　FAX：018-888-5612

結　　果	

人　　　口：316,160 人	
秋田県秋田市	 ○

参 加 者 数：105,969 人	
VS

参　加　率：33.5％	
山口県下関市	 ●

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①チャレンジデーみんなでラジオ体操（あきぎんスタジアム）700人

②わくわくチャレンジデー（乳幼児の親子対象）（各市民サービス
センター）663人
•	 チャレンジデーへの参加機運を一層高めることを目的に、
オープニングイベントとして朝7時45分から「チャレンジデー
みんなでラジオ体操」を実施しました。市民のほか、市・県
職員、地元プロスポーツチームの選手、スポーツ推進委員を
中心とした参加者全員でラジオ体操等を取り入れた運動を行
いました。

③チャレンジデーブラウブリッツパーク（サッカー交流大会等）（あ

きぎんスタジアム）423人

④チャレンジデーグラウンド・ゴルフデー（太平山リゾート公園 GG

場グリーンパル）300人

⑤チャレンジデーダンスパーティー（CNAアリーナ★あきた（市立

体育館））250人

【アスリート・著名人など】
安部欣哉（元フェンシング選手　バルセロナオリンピック代表）

／ブラウブリッツ秋田（サッカー J3 所属）／秋田ノーザンブレッ

ツ（トップイースト1部リーグ所属）／加瀬祐佳（第15回ソフト

テニス世界選手権　女子ダブルス 3位）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／スポーツ少

年団／中学校（校長会）／大学・短大・高専・専門学校／事業所・企業

メディア	

秋田魁新報／秋田テレビ／秋田放送／秋田朝日放送／秋田ケー

ブルテレビ／ごくじょうラジオ

広報・周知	

　今年は、参加報告方法等を広く市民に周知するため、市内約

13万 5 千世帯にPRリーフレットを全戸配布したほか、企業や各

種スポーツ関係団体への参加依頼を強化しました。また、市公式

Twiter（ツイッター）などにより、最新情報の提供に努めるなど、

新たな取り組みが功を奏し、参加率の向上につながったものと考

えております。
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2016 年 4 月 4 日 月曜日
秋田魁新報

2016 年 5 月 17 日 火曜日
秋田魁新報

運動後は親子仲良く食事の勉強会
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いきいき健康教室

スポーツ施設無料開放

小学校元気タイム

ており、町民全体がスポーツに関心を持つ貴重な事業になってい

ます。参加以降、すべて金メダルを獲得し士気も高まってきており、

今後も参加率向上が見込まれます。

担当者から	

　秋田県全市町村が実施したことにより、チャレンジデーの浸透

速度、関心度が加速度的に高まったように感じられます。少子高

齢化や健康寿命が話題の中心となるなか、今後、この事業の趣

旨や効果が非常に有効な事業として位置づけられる可能性を感じ

ています。

主　　催	

井川町チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　齋藤多聞）

井川町教育委員会

〒 018-1523	 秋田県南秋田郡井川町坂本字山崎 19

TEL：018-874-3668　FAX：018-874-3668

結　　果	

人　　　口：5,041 人	
秋田県井川町	 ○

参 加 者 数：3,859 人	
VS

参　加　率：76.6％	
鹿児島県和泊町	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①小学校元気タイム（小学校）210人

②親子でレッツ・ダンス（こどもセンター）150人

③スポーツ施設無料開放（町民体育館等）150人
•	 町内にあるスポーツ施設をすべて無料開放してスポーツを楽
しんでもらうようにしています。29ある町内会の町内対抗競
争方式（参加率1％に付き1点）を採用して、6月に開催され
る全町民体育大会の総合点数に加算することで町民の関心
が高まり年々成果が現れています。また、町内ごとに世帯単
位で自作のラベルを貼ったボックスティッシュを配布するこ
とでＰＲが浸透してきています。

④いきいき健康教室等（農村環境改善センター）80人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

スポーツ推進委員協議会／体育協会／スポーツ少年団／幼稚園・

保育園／小学校（校長会）／中学校（校長会）／事業所・企業／自

治会・町内会／高齢者団体・老人クラブ

メディア	

湖畔時報

広報・周知	

　29ある町内会の町内対抗競争方式（参加率1％に付き1点）を

採用して、6月に開催される全町民体育大会の総合点数に加算す

ることで町民の関心が高まり年々成果が表れています。また、当

町独自の有線放送をフルに活用したり、全世帯に自作のラベルを

貼ったボックスティッシュを配布。さらに、各事業所を直接訪問し

てポスター貼りや事業説明を行ってきたため、周知が徹底してき

ており関心が高まってきました。

製 作 物	

チラシ2,000 枚／ポスター100 枚／のぼり20 本／ Tシャツ30

枚／ポケットティッシュ1,600 個／ PRタオル300 個

実施効果	

　町内会、各事業所、学校等を巻き込んだ協力体制が浸透してき

井
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6回目
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2016 年 5 月 24 日 火曜日
秋田魁新報

2016 年 5 月 27 日 金曜日　秋田魁新報
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ファイナルイベント　マイムマイム♪

運動会ごっこでハッスル

オープニング　おはよう！ラジオ体操

実施効果	

　町民の体を動かすこと、健康づくりに対する意識高揚が年々、

あがってきています。

担当者から	

　チャレンジデーをきっかけに健康づくりに対しての意識と継続

して運動を行うことも、徐々に浸透してきています。各種団体、

地域の方々、関係者にはお礼を申し上げたいです。

主　　催	

羽後町チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　安藤　豊）

羽後町教育委員会

〒 012-1131	 秋田県雄勝郡羽後町西馬音内字中野 187

	 羽後町総合体育館

TEL：0183-62-1323　FAX：0183-62-1323

結　　果	

人　　　口：15,948 人	
秋田県羽後町	 ●

参 加 者 数：8,238 人	
VS

参　加　率：51.7％	
神奈川県松田町	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①出前！ウォーキング（各地区公民館）160人
•	 正しい姿勢で正しく歩くことが最高のトレーニングになるこ
とから、個人の体力に合わせての運動が可能である。

②グラウンド・ゴルフ月例大会（羽後町スポーツガーデン）103人

③おはよう！ラジオ体操（羽後町多目的運動広場）85人

④ファイナルイベント（じゃんけん列車＆マイムマイム）（羽後町総

合体育館（羽後アリーナ））77人

⑤3 on 3（バスケットボール）（羽後町総合体育館（羽後アリーナ））

50人

【アスリート・著名人など】
利部陽子（元全日本バレーボール選手　ロサンゼルスオリン

ピック　銅メダル）／郡司歩（（株）みちのくプロレス）

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／観光担当部署／総務担当部署／スポーツ推進委

員協議会／体育協会／スポーツ少年団／総合型地域スポーツクラ

ブ／幼稚園・保育園／小学校（校長会）／中学校（校長会）／高等

学校／事業所・企業／商工会・青年会議所／社会福祉協議会／

自治会・町内会／高齢者団体・老人クラブ／健康推進委員

メディア	

秋田魁新報

広報・周知	

　各地区に委嘱されている羽後町健康推進委員の協力により、イ

ベントの参加要請と報告用紙の回収に奮闘していただきました。

製 作 物	

チラシ5,500枚／ポスター200枚／大型横断幕1枚／横断幕（そ

の他）10 枚／のぼり100 本／ Tシャツ190 枚／ポケットティッ

シュ2,000 個

羽
う

後
ご

町
まち 秋田県

5回目
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2016 年 7 月 1 日 金曜日　広報うご

2016 年 4 月 4 日 木曜日
秋田魁新報
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レポート

体操

ラージボール卓球

早朝ラジオ体操

主　　催	

大潟村チャレンジデー実行委員会	 （村長　髙橋浩人）

大潟村教育委員会 生涯学習班 村民体育館

〒 010-0441	 秋田県南秋田郡大潟村北 2-1

TEL：0185-45-2269　FAX：0185-45-2685

結　　果	

人　　　口：3,239 人	
秋田県大潟村	 ●

参 加 者 数：1,978 人	
VS

参　加　率：61.1％	
宮崎県諸塚村	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①ラジオ体操（役場・消防署・農協・保健センター他）273人
•	 農家の方や、お年寄りの方向けとしては早朝ラジオ体操を実
施し、公共機関で働く方向けとして、お昼のラジオ体操を実
施いたしました。

②買い物ウォーキング（産直センター）240人

③盆踊り練習（小学校）170人

④ウォーキング（産直センター・干拓博物館ケアーハウスゆうゆう・

ひだまり苑　等々）138人

⑤体操（デイサービス・つくし苑・ふれあい健康館）48人

実行委員会の構成団体	

健康づくり担当部署／スポーツ推進委員協議会／総合型地域ス

ポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校（校長会）／中学校（校長

会）／社会福祉協議会／自治会・町内会

メディア	

秋田魁新報

広報・周知	

　主要観光施設や、日中に利用が集中するような公共施設を選

び、ポスター配付やのぼり設置を行いました。

　また秋田県で、昨年度売上げ 1位を記録した産直センター「潟

の店」で周知活動を行うことで、村外の方にも広く周知を行いま

した。

製 作 物	

チラシ2,200 枚／ポスター50 枚／のぼり20 本／ Tシャツ40

枚／ポケットティッシュ3,400 個

実施効果	

　昨年から継続して行ったことで、村内の気運をより高めた状態

で実施できました。結果として、参加率の大幅向上が見られ、特

に農繁期でありながらも、田園付近でウォーキングを自主的に行

うなど、農家の方々の積極的な協力を得られました。村民の方の

スポーツ振興の意識向上に、非常に効果があったと思います。

大
おお

潟
がた

村
むら 秋田県

2回目
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2016 年 5 月 26 日 木曜日　秋田魁新報

2016 年 5 月 27 日 木曜日　秋田魁新報
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レポート

秋田犬・市長と一緒にノルディックウォーキング

開始式での「ラジオ体操」

みんなで踊ろう！「ワンだふるはちくん」

実施効果	

　当市は今回で4 回目の実施となりましたが、徐々にではありま

すが“チャレンジデー”が浸透してきているのを実感しております。

　今年は町内会での参加が多く、チャレンジデーを通してスポー

ツの推進だけでなく、地域内の交流が生まれています。

主　　催	

大館市チャレンジデー実行委員会	 （会長　福原淳嗣）

大館市教育委員会　スポーツ振興課　スポーツ交流推進係

〒 018-3595	 秋田県大館市早口字上野 43-1

	 田代総合支所内

TEL：0186-43-7148　FAX：0186-54-6999

結　　果	

人　　　口：75,641 人	
秋田県大館市	 ●

参 加 者 数：49,430 人	
VS

参　加　率：65.3％	
山梨県甲斐市	 ○

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①ロープ・ジャンプ・Ｘ（市内各小・中学校）1,242 人

②開始式（大館樹海ドーム）723人
•	 参加者全員でラジオ体操を行ったほか、大館市観光キャラク
ター「はちくん」のイメージソング『ワンだふる　はちくん』を、
市長・教育長・はちくん・来場者全員で踊りました。

③フットサル（大館樹海ドーム）98人

④ヨガ体験会（大館樹海ドーム　パークセンター）40人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／スポー

ツ少年団／レクリエーション協会／総合型地域スポーツクラブ／

スポーツ振興会連絡協議会／小学校（校長会）／中学校（校長会）

／事業所・企業／商工会・青年会議所／高齢者団体・老人クラブ

／婦人会

メディア	

北鹿新聞／AAB「AAB ニュース＆ウェザー」／大館ケーブルテレビ

広報・周知	

•	 当市独自の啓発用チャレンジデーポロシャツを作成し、市長・

教育長などへ配布し着用をお願いしたほか、市職員へも購入と

着用をお願いしました。

•	 市内の企業へチラシを送付したほか、一部企業へ直接訪問し

広報活動を積極的に行いました。

•	 Facebookや Twitterを活用し、途中経過の発表やイベント

の告知を積極的に行いました。

製 作 物	

チラシ 6,000 枚／ポスター300 枚／大型横断幕 3 枚／のぼり

130 本／ Tシャツ100 枚／ポケットティッシュ2,500 個／ポロ

シャツ73 枚

大
おお

館
だて

市
し 秋田県

4回目
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2016 年 5 月 24 日 火曜日　秋田魁新報

2016 年 5 月 27 日 金曜日　北鹿新聞
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レポート

チャレンジデー大使によるラグビー教室

膝や腰の痛みを和らげる運動教室

なまはげ健康ウォーキング

製 作 物	

チラシ15,000 枚／ポスター150 枚／のぼり106 本／懸垂幕

1枚／ Tシャツ85 枚／ポケットティッシュ18,000 個／タオル

300 枚

実施効果	

•	 �年々、参加協力していただける企業等が増え、チャレンジデー

の浸透と健康づくりに対する意識が高まってきたと思います。

•	 �住民の相互交流が図られました。

主　　催	

男鹿市チャレンジデー実行委員会	 （会長　渡部幸男）

男鹿市教育委員会　生涯学習課

〒 010-0595	 秋田県男鹿市船川港船川字泉台 66-1

	 男鹿市役所

TEL：0185-24-9102　FAX：0185-24-9156

結　　果	

人　　　口：29,604 人	
秋田県男鹿市	 ●

参 加 者 数：15,021 人	
VS

参　加　率：50.7％	
香川県多度津町	 ○

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①買い物ウォーキング（市内スーパー 4 店舗）3,413人

②チャレンジデー大使によるラグビー教室（脇本近隣公園グラウン

ド）100人

③なまはげ健康ウォーキング（男鹿市総合運動公園球技場周辺）

79人

④膝や腰の痛みを和らげる運動教室（男鹿市総合体育館）53人
•	 男鹿みなと市民病院　理学療法士の方を講師にお招きし、高
齢者を対象とした、膝や腰の痛みを和らげるストレッチ運動
を行いました。

昨年の参加者から好評であったため今年度も開催し、自宅で一人

でも実施できる内容を指導していただきました。

【アスリート・著名人など】
伊藤　護（元ラグビー日本代表）／秋田ノーザンブレッツ（ラグ

ビー・クラブチーム・トップイーストリーグ所属）

実行委員会の構成団体	

学校教育担当部署／健康づくり担当部署／観光担当部署／総務

担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育協会／スポーツ少年

団／総合型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園／小学校（校長

会）／中学校（校長会）／高等学校／事業所・企業／商工会・青

年会議所／社会福祉協議会／自治会・町内会／高齢者団体・老

人クラブ／婦人会

メディア	

日の出新報

広報・周知	

　本市では、市広報へ PR 用チラシを折り込み周知することが最

も効果のあった周知方法だと感じました。

　また、今年度は市の末端まで周知がいきわたるよう、各地区の

町内会長への通知による周知を行いましたが、効果は得られませ

んでした。

男
お

鹿
が

市
し 秋田県

5回目
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2016 年 5 月 22 日 日曜日　秋田魁新報
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レポート

買物ウォーキング

レクリエーション体操

主　　催	

潟上市チャレンジデー実行委員会	 （会長　石川光男）

潟上市教育委員会　教育部　文化スポーツ課

〒 010-0201	 秋田県潟上市天王字棒沼台 226-1

	 潟上市役所

TEL：018-853-5363　FAX：018-853-5277

結　　果	

人　　　口：33,730 人	
秋田県潟上市	 ○

参 加 者 数：20,621 人	
VS

参　加　率：61.1％	
愛知県扶桑町	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①買物ウォーキング 5,825人

・市内都市公園や、道の駅、大型ショッピングセンターに協力を

依頼し、来訪者・来客者を対象に買物をしながらのウォーキン

グにより、チャレンジデーに参加したという意図の署名をお願

いするプログラムです。

②スポーツクラブイベント354人

③グラウンド・ゴルフ交流会 274人

④レクリエーション体操、ペタンク講習175人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／スポーツ推進委員協議

会／体育協会／スポーツ少年団／総合型地域スポーツクラブ／小

学校（校長会）／中学校（校長会）／高等学校／特別支援学校／

事業所・企業／商工会・青年会議所／社会福祉協議会／自治会・

町内会／高齢者団体・老人クラブ／婦人会

メディア	

湖畔時報／日の出新報

広報・周知	

　PR 用にチラシ（表面はチラシ、裏面は報告用紙）とクリアファイ

ルを作成し、全戸配布しました。

　公共施設だけでなく、地域の集会所等へもチャレンジデーの「の

ぼり」を設置し、イベントの広報をいたしました。これにより自治

会等に広くアピールすることができ、その結果、自治会等による自

主イベントの増加につながったものと考えております。

　市の防災無線、有線放送を通じて全市に広報をいたしました。

製 作 物	

チラシ14,000 枚／ポスター250 枚／大型横断幕1枚／のぼ

り400 本／懸垂幕1枚／ Tシャツ230 枚／クリアファイル

14,000 枚

実施効果	

　各種団体による自主イベントが増加しており、チャレンジデーが

浸透してきているのを感じています。また、自主イベントの企画

等を通じて地域コミュニティの形成と健康づくりに対する意識の

向上が図られました。

　チャレンジデーを通じて市内にある体育施設や、スポーツ団体

の活動の周知が図られました。

　総合型スポーツクラブによる事業協力により、クラブ活動が周

知され、市民の興味が高まっております。

担当者から	

　今年も市内各学校、自治会、老人クラブ、婦人会、事業所、スポー

ツ団体等、多くの団体の方から自主イベントを実施していただき、

団体間の交流の促進、健康づくりにおける意識向上が図られまし

た。参加団体数も年々増加してきており、チャレンジデーが地域

に浸透してきていると感じております。

　チャレンジデー当日は、市全体が活気に溢れた1日となりまし

た。これを機会として今後も地域の交流が図られ、継続的な運動・

スポーツの習慣化へとつながればと思います。

潟
かた

上
がみ

市
し 秋田県

4回目
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2016 年 6 月 2 日 木曜日　湖畔時報

総合型スポーツクラブでの卓球
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スポーツ推進委員とたんぽ小町ちゃんも活躍！

市長も一緒にラジオ体操

製 作 物	

チラシ18,000 枚／ポスター250 枚／大型横断幕 2枚／のぼり

160 本／ Tシャツ50 枚／ポケットティッシュ1,000 個／タオル

800 個

実施効果	

　2年ぶりに目標としていた参加率 70％を達成することができま

した。対戦市である赤磐市の紹介をすることでチャレンジデーの

PRにもつながると考え、市の広報誌でも紹介したほか、赤磐市

の取組を参考に、抽選で対戦市の特産品をプレゼントするという

企画を行いました。その結果、チャレンジデーに対する市民の関

心がより高まり、コミュニティの活性化につながったと考えていま

す。

担当者から	

　昨年までの反省点として、対戦相手についての PR が足りなかっ

たと感じていたため、今年は広報誌を活用して周知を図りました。

チャレンジデーが対戦相手を知るよい機会になったと同時に、市

民が団結して取り組めたイベントになったと感じています。今後

は、対戦自治体との交流がさらに発展できるような方法を検討し

たいと考えています。

主　　催	

鹿角市チャレンジデー実行委員会	 （会長　児玉　一）

鹿角市教育委員会　スポーツ振興課

〒 018-5292	 秋田県鹿角市花輪字荒田 4-1

TEL：0186-30-0297　FAX：0186-30-1140

結　　果	

人　　　口：32,672 人	
秋田県鹿角市	 ○

参 加 者 数：22,926 人	
VS

参　加　率：70.2％	
岡山県赤磐市	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①ラジオ体操＆ストレッチ（鹿角市役所）284人

②オープニングイベント　みんなでラジオ体操（あおぞらこども
園）200人
•	 毎年オープニングイベントとして、学校等を会場に、保護者
や市民の方にも参加を呼びかけ、ラジオ体操を実施していま
す。今年は、昨年オープンした、あおぞらこども園を会場に、
鹿角市スポーツ推進委員の皆さんを講師に迎え、ラジオ体操
を行いました。園児やその保護者をはじめ、地域住民、近隣
の平元小学校、花輪第二中学校の生徒も集まり、200人の
参加がありました。

③サッカー教室（鹿角市記念スポーツセンター）70人

④尾去沢市民センター　グラウンド・ゴルフ（鹿角市ゲートボール

場）51人

⑤花輪地区グラウンド・ゴルフ大会（鹿角アメニティパーク）48人

【アスリート・著名人など】
浅利純子（1993 年世界陸上選手権大会優勝（マラソン）1996

年アトランタオリンピック出場（マラソン））

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／スポーツ推進委員協議

会／体育協会／スポーツ少年団／総合型地域スポーツクラブ／小

学校（校長会）／中学校（校長会）／高齢者団体・老人クラブ／旅

館ホテル環境衛生同業組合／地域づくり協議会

メディア	

鹿角きりたんぽ FM／北鹿新聞／米代新報

広報・周知	

　例年に引き続き、ウェブサイトを通じたPRを行ったほか、自治

会を通じて全世帯へのチラシ兼参加報告用紙を配布し、参加を

呼びかけました。今年は新たに、対戦市の紹介を兼ねて市広報紙

に特集記事を掲載したほか、参加者の中から抽選で対戦市の特

産品をプレゼントする企画を設けたところ、市民の関心が高まり、

参加率が高まったと考えています。
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2016 年 5 月 26 日 木曜日　北鹿新聞

2016 年 5 月 14 日 土曜日　北鹿新聞

ファイナルイベント・みんなで卓球
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スポ少レク交流会

保育園児とお散歩

オープニングセレモニー

住民の健康増進に対する意識づくりを高めております。

担当者から	

　チャレンジデー実施 3回目にして、ようやく目標としていた

65％を達成することができました。これも委員としてご協力して

いただいた方々、地域の中で率先して動いて下さった方々、そして

当日にチャレンジデーに参加していただいた多くの皆様による結

果だと思います。

　今後も村民のみなさまにはスポーツ等に積極的に取り組んでい

ただき、来年も元気に村民一丸となって挑戦したいです。

主　　催	

上小阿仁村チャレンジデー実行委員会	 （会長　小林悦次）

教育委員会生涯学習班

〒 018-4421	 秋田県北秋田郡上小阿仁村小沢田字向川原 60-3

TEL：0186-60-9000　FAX：0186-77-3223

結　　果	

人　　　口：2,521 人	
秋田県上小阿仁村	 ●

参 加 者 数：1,670 人	
VS

参　加　率：66.2％	
愛知県飛島村	 ○

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①クリーンアップウォーク（各集落）300人

②小中学校チャレンジデーウォーキング（小中学校）100人

③かみこあにスポーツ少年団育成会レクリエーション交流会（ト

レーニングセンター）70人

④保育園児とお散歩（大林集落）50人
•	 保育園児が地域を訪問し、地区の住民のみなさまと散歩する
ことにより、チャレンジデーに参加しました。地域住民と地
域の子どもたちが触れあう良い時間となりました。

⑤道の駅でチャレンジデー（道の駅）30人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／健康づくり担当部署／

福祉担当部署／観光担当部署／総務担当部署／スポーツ推進委

員協議会／体育協会／スポーツ少年団／総合型地域スポーツクラ

ブ／幼稚園・保育園／小学校（校長会）／中学校（校長会）／事業所・

企業／商工会・青年会議所／社会福祉協議会／自治会・町内会

／高齢者団体・老人クラブ／婦人会

メディア	

秋北新聞／北鹿新聞／秋田魁新報

広報・周知	

　村内各世帯に設置されている IP 電話（愛称：こあに電話）を利

用し、チャレンジデー開催や参加を呼びかけました。

　また、チャレンジデー前日及び当日に全集落を広報車が巡回し、

参加を呼びかけております。

製 作 物	

チラシ2,000 枚／ポスター150 枚／大型横断幕1枚／のぼり

30 本／ Tシャツ50 枚／ポケットティッシュ2,000 個／タオル

250 枚

実施効果	

　3回目の挑戦となり、住民の認知度は少しずつ高まってきてい

るように感じました。昨年のチャレンジデーをきっかけにスタート

した、防災無線でのラジオ体操放送は現在まで毎日続いており、
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3回目
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2016 年 5 月 13 日 金曜日　秋田魁新報

2016 年 5 月 12 日 木曜日　秋北新聞



106
レポート
106
レポート

買い物ウォーキング

ユニカール大会

実施効果	

　今回で4 回目の実施となり、住民の方にも周知拡大がなされて

きています。どのようにすれば参加率が向上するのか、理解が広

がってきていると思われることからか対戦市との勝敗や参加率に

ついて多数の問い合わせがありました。また、チャレンジデーで

スポーツ教室等の体験参加により継続して参加する方が増えてい

るようです。

担当者から	

　年々、自治会・町内会による自主的な企画実施が多く見られる

ようになりました。地域による声がけが行われ地域コミュニティ

が活性化されているものと思います。

　大型スーパーで買い物とウォーキングをかけたイベントを開催

しましたが、参加報告の記名に抵抗のある方が多く集めるのに苦

労しました。

　「チャレンジデーって何？」という人がまだまだ多く、特に 20 代

への周知をどのように行えばよいのか考えたいと思います。

主　　催	

北秋田市チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　津谷永光）

北秋田市教育委員会　スポーツ振興課

〒 018-3331	 秋田県北秋田市鷹巣字東中岱 11

	 鷹巣体育館内

TEL：0186-62-3800　FAX：0186-62-3801

結　　果	

人　　　口：34,093 人	 秋田県北秋田市	 ○●

参 加 者 数：18,972 人	 VS

参　加　率：55.6％	 島根県雲南市	 ●　

取得メダル：金	 鹿児島県南さつま市	　○

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①買い物ウォーキング（市内大型スーパー3店舗）1,203人

②北秋田市鷹巣地区バスケットボール大会（北秋田市鷹巣体育

館）250人

③運動教室（水泳、水中運動、ストレッチ等）（北秋田市民プール）

185人

④みんなでラジオ体操（市内全域）150人

⑤北秋田市長杯ユニカール大会（北秋田市鷹巣体育館）100人
•	 例年開催されている北秋田市長杯ユニカール大会をチャレン
ジデーオープニングイベントとして開催しました。北秋田市長
による始投式により開会され、市内各地区ごとのチーム編成
での対戦により、連帯感が生まれ、また他地区の参加者との
親睦と交流が図られました。併せて、初心者を対象として教
室も開催し競技人口の拡大も図りました。

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／健康づくり担当部署／福祉担当部署／総務

担当部署／市民生活担当部署／スポーツ推進委員協議会／体育

協会／スポーツ少年団／商工会・青年会議所／自治会・町内会／

高齢者団体・老人クラブ／婦人会

メディア	

秋北新聞／北鹿新聞／秋田魁新報

広報・周知	

　市内中心商店街に「のぼり」を集中して設置したことにより、各

集落からも「のぼり」を設置して欲しい旨の問い合わせがありまし

た。また、市内の企業、学校等に直接足を運んで PR 活動したこ

とにより細かな周知が図られ、団体としての取り組みが増えまし

た。数日前から市広報無線も使用しました。

製 作 物	

チラシ35,000 枚／ポスター350 枚／大型横断幕1枚／横断幕

（その他）10枚／のぼり250本／Tシャツ170枚／ポケットティッ

シュ3,000 個
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2016 年 5 月 26 日 木曜日　北鹿新聞

2016 年 4 月 7 日 木曜日
北鹿新聞

バスケットボール大会
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ロープ・ジャンプ・X

よさこい演舞

8 人制バレーボール

した。健康増進と他地域との競争の二つの意味でも、町をあげて

取り組めたのではないかと思います。

担当者から	

　今年はチャレンジデー当日が雨だったこともあり、参加率が昨

年より大幅に下がってしまいました。天候が悪いときにもより多

くの町民の方々に参加いただく工夫が必要だと感じました。

主　　催	

小坂町チャレンジデー実行委員会	 （実行委員長　細越　満）

小坂町教育委員会　学習振興班

〒 017-0201	 秋田県鹿角郡小坂町小坂字砂森 7-1

	 小坂町交流センター内

TEL：0186-29-2069　FAX：0186-29-4436

結　　果	

人　　　口：5,480 人	
秋田県小坂町	 ○

参 加 者 数：2,602 人	
VS

参　加　率：47.5％	
北海道枝幸町	 ●

取得メダル：銀

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①オープニングセレモニー（ラジオ体操・ウォーキング）（小坂町交

流センター　セパーム）450人

②小坂高校ラジオ体操・よさこい演舞（小坂高等学校）180人

③ロープ・ジャンプ・X（小坂町交流センター　セパーム）120人
•	 中学校の体育祭で長縄跳びを行っていることから、今年も全
国共通イベントに中学生が参加しました。今回で3回目の実
施となります。全体的に昨年の記録を超えることができ、ク
ラス全員での一体感と達成感を創出することができました。

④パークゴルフコンペ（小坂町パークゴルフ場）70人

⑤ 8人制バレーボール体験（小坂町向陽体育館）30人

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／観光担当部署／スポー

ツ推進委員協議会／体育協会／総合型地域スポーツクラブ／高

齢者団体・老人クラブ

メディア	

北鹿新聞／米代新報

広報・周知	

　実施のチラシを全戸配布し、参加啓発に取り組みました。また、

ポスターを企業にも配布しながら協力を要請し、町をあげての取

り組みへと繋げていきました。6回目の参加で取り組みがかなり

浸透しているように感じ、町の大切なイベントになってきていると

思います。

製 作 物	

チラシ2,200 枚／ポスター70 枚／大型横断幕1枚／のぼり60

本／ Tシャツ40 枚／フェイスタオル250 枚

実施効果	

　チャレンジデーの取り組みが浸透してきたことにより、このイベ

ントが町民の健康づくりや運動をするきっかけになってきていま

す。また、対戦相手との勝負を楽しんでいる町民も見受けられま
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2016 年 4 月 22 日 金曜日　北鹿新聞
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太極拳

五城目高校の生徒によるロープ・ジャンプ・X

地元キャラのだまこマンとだまこちゃんと一緒に！

主　　催	

五城目町チャレンジデー実行委員会	 （会長　渡邉彦兵衛）

五城目町教育委員会　生涯学習課

〒 018-1723	 秋田県南秋田郡五城目町上樋口字堂社 75

TEL：018-852-4411　FAX：018-852-4414

結　　果	

人　　　口：9,970 人	
秋田県五城目町	 ○

参 加 者 数：6,354 人	
VS

参　加　率：63.7％	
岩手県軽米町	 ●

取得メダル：金

プログラム（太字：特に力を力を入れているプログラムと内容）	

①グラウンド・ゴルフ大会（芝生広場）

②買い物ウォーク（商業施設）

③ラジオ体操とウォーキング（町内全域）
•	 町内会よりご協力いただいて、早朝よりラジオ体操とウォー
キングを実施。

実行委員会の構成団体	

スポーツ担当部署／学校教育担当部署／スポーツ推進委員協議

会／体育協会／総合型地域スポーツクラブ／幼稚園・保育園／小

学校（校長会）／中学校（校長会）／事業所・企業／社会福祉協議

会／自治会・町内会／婦人会

製 作 物	

チラシ4,600枚／ポスター200枚／大型横断幕1枚／横断幕（そ

の他）4 枚／のぼり50 本／ Tシャツ50 枚／ポケットティッシュ

2,000 個／シャープペンシル 900 本

実施効果	

自主的にスポーツに取り組んでくれるようになりました。健康を

意識した活動が増えてきました。

担当者から	

　人口減少により、カテゴリーが変わりました。ハードルは高くな

りましたが、町が一体となって取り組み、2年連続の金メダルと

勝利を収めることができました。
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